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初年度の成果 

本研究ではこれまでに，発話音声と身体動作が同調する身体的引き込みに着目したイン

タロボット技術 iRTを開発しているiRTは，あくまでも発話音声と身体動作の同調に主眼

を置いて開発されてきた技術であることから，iRTに基づいて生成されるコミュニケーシ

ョン動作である身体的引き込み動作のうち，うなずき動作自体の検討はされておらず，使

用者が置かれている状況によって，その状況に見合ったうなずき動作を生成する機能は実

装されていない．そのため，iRT をロボットや CG キャラクタに組み込んだ際，それらが

使用される場面によっては，うなずきによるリズムの同調動作において，単調なうなずき

動作が継続して生成されることにより，使用者が飽きる可能性もある．また，使用者の置

かれている状況や感情にうまく寄り添わないうなずき動作となってしまい，使用者が感じ

ている心的負担を助長してしまう状況が発生する可能性がある．そこで本研究では，う 
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なずきによるリズムの同調・共有に着目したコミュニケーション支援システムにおいて，

これまでよりも一層，使用者の心に寄り添うことができるシステムの実現を目指して，ま

ずは，うなずきによる同じリズムの同調・共有において，うなずき動作自体が異なること

によって，相手（使用者）が受ける印象が異なる可能性を検証した．画面上に提示された

CG キャラクタの多様なうなずき動作それぞれに対する印象を評価した結果，うなずき動

作の構成要素である「うなずきの回数」「うなずきの深さ」「1回のうなずき動作に要す 

る時間」の 3要素すべてが，うなずき動作の印象に影響を与え，これら 3要素のうち，い

ずれかの設定値が異なることで，異なる印象となる場合があることがわかった．また，う

なずき動作の 3つの構成要素のうち，「1回のうなずき動作に要する時間」がその他 2要

素に比べて，うなずき動作の印象の変化に影響を与えやすいことが示された． 

調査研究の進

捗状況と今後

の推進方策 

上記結果において，うなずき動作を構成する要素として，「うなずきの深さ」「うなず

きの回数」「1回のうなずきに要する時間」の 3要素に注目した．うなずき動作を構成す

る要素には，上記 3要素の他にも，うなずいた際に最も首が曲がった状態での待機時間な

どが考えられる．また本報告では，うなずき動作自体の印象のみに注目したが，インタラ

クションにおけるうなずき動作では，うなずき動作の出力タイミングも印象の違いに影響

を与えると考えられる．そのため今後は，待機時間や出力タイミングの違いと印象の違い

についても調査が必要である． 

今回の結果は，これまで着目されていなかったうなずき動作そのものの印象に関する結

果であり，うなずき動作を活用して，人の心に寄り添い，心豊かに生活するためのコミュ

ニケーション支援システムを実現するための基礎となる情報である．今回の結果や得られ

た知見を基に，コミュニケーション支援システムを構築することで，これまでよりも一層，

使用者の状況や心情に寄り添ったコミュニケーション支援システムを構築することがで

きると考えられる．本成果を含め，地域社会との連携支援事業等において臨床実験を行い、

生活情報技術としての有効性を実証する。具体的には、高齢者施設でのコミュニケーショ

ン支援や看護・栄養教育コミュニケーション支援への応用展開を検討する。 
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